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一　
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一
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七
月
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〇
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一
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第
五
二
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
五
月
―
二

〇
〇

一
年
五
月

一　

国
道
三
〇
八
号
線
関
係
遺
跡
調
査
会

（現

・
卸
東
大

阪
市
文
化
財
協
〈０
、
二
　
東
大
阪
市
教
育
委
員
会

一　

下
村
晴
文

・
才
原
金
弘

。
松
岡
良
憲

・
山
本
芳
彦

。

曽
我
恭
子

。
小
西
優
美
、
　

二

菅
原
章
太

・
坂
田
典
彦

・
鵜
山

ま
り

。
若
松
博
恵

。
松
田
留

美

・
瀬
戸
哲
也

・
島
田
　
拓

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

Ｄ

６
　
遺
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時

立
ロ紬
　
　
代
―
江
戸
時
代

斯

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

鬼
虎
川
遺
跡
は
、
南
北
約

一
一
五
〇
ｍ
東
西
約
六
五
〇
ｍ
の
範
囲
に
広
が
る
。

生
駒
山
地
西
麓
部
に
発
達
し
た
沖
積
扇
状
地
の
扇
端
部
か
ら
河
内
平
野
の
沖
積

低
地
に
立
地
し
、
こ
の
周
辺
で
の
人
間
の
活
動
は
後
期
旧
石
器
時
代
に
遡
る
。

弥
生
時
代
前
期
末
か
ら
中
期
に
か
け
て
鬼
虎
川
遺
跡
は
大
き
く
発
展
し
、
と
く

に
中
期
後
半
に
は
最
も
繁
栄
し
た
。
河
内
潟
東
辺
と
な
る
地
形
環
境
を
背
景
に
、

河
内
中
部
域
を
包
摂
す
る
大
拠
点
集
落
と
な
る
。

弥
生
期
の
遺
構

・
遺
物
は
国
道
三
〇
八
号
線
以
南
に
濃
密
に
分
布
す
る
の
に

対
し
、
以
北
部
で
は
該
期
の
考
古
資
料
は
稀
薄
で
あ
り
、
弥
生
期
の
遺
構
面
や

遺
物
包
含
層
よ
り
上
位
面
で
、
後
世
の
溝
な
ど
の
遺
構
群
が
見
ら
れ
る
。
遺
物

は
僅
少
だ
が
、
古
代
―
中
世
期
に
属
す
る
注
目
さ
れ
る
資
料
も
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
第
四
九
次
調
査
で
は
近
世
期
の
伊
万
里
焼
椀
を
含
む
暗
青
灰
色
粗
粒

砂
混
じ
り
粘
土
か
ら
、
「主
税
」
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
。

一　
第

一
五
次
調
査

第

一
五
次
調
査
は
、
近
鉄
東
大
阪
線
の
敷
設
に
伴
う
も
の
で
、
国
道
三
〇
八

号
線
の
中
央
分
離
帯
、
東
西
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
間
を
七
つ
の
ト
レ
ン
チ
に
区
分
し
て

調
査
さ
れ
た
。
ト
レ
ン
チ
名
は
西
か
ら
Ｄ

一
、
Ｄ
二
、
と
さ
れ
、
側
の
笹
塔
婆

は
、
Ｄ
三
区
か
ら
出
土
し
た
。
出
土
し
た
層
の
下
で
検
出
し
た
溝
Ｓ
Ｄ

一
七
か

ら
は
、
漆
器
椀

・
桶

。
柄
穴
の
あ
る
部
材

・
ヘ
ラ
状
木
製
品
が
出
土
し
、
こ
の

う
ち
漆
器
椀
は
そ
の
形
態
か
ら

一
六
―

一
七
世
紀
頃
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
木
簡
出
土
層
の
堆
積
時
期
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
出
土
遺
物
の
年
代

よ
り
後
出
と
な
ろ
う
。



一
一　
第
五
二
次
調
査

第
五
二
次
調
査
は
国
道

一
七
〇
号
西
石
切
立
体
交
差
事
業
に
伴
う
調
査
で
、

国
道
三
〇
八
号
線
の
以
北
部
で
、
概
ね
国
道

一
七
〇
号
線
の
西
側
歩
道
と
東
側

歩
道
が
調
査
対
象
と
な
っ
た
。
工
事
工
程
に
よ
る
工
区
名
に
準
拠
し
、
西
側
歩

道
を
三
工
区
、
東
側
歩
道
の
北
側
を
四
工
区
、
同
南
側
を
五
工
区
と
呼
称
し
て

調
査
を
進
め
た
。

い
の
木
簡
は
、
四
工
区
溝
六
か
ら
出
土
し
た
。
溝
六
は
幅
二

。
一
ｍ
深
さ

○

・
八
ｍ
を
測
る
。
断
面
形
は
浅
い
皿
状
を
呈
す
る
。
堆
積
土
は
二
層
に
区
分

さ
れ
た
。
溝
廃
絶
時
に
相
当
す
る
上
層
は
周
辺
河
川
の
氾
濫
に
伴
う
粗
粒
砂
で

あ
り
、
古
代
ｔ

一
五
世
紀
前
半
に
属
す
る
遺
物
を
含
む
。
溝
六
の
伴
出
遺
物
に

は
、
土
師
器

。
須
恵
器

・
瓦
器
の
ほ
か
、
動
物
遺
体

（ウ
ど
、
宋
銭

「天
聖

元
賓
」
全

〇
二
三
年
初
鋳
）

一
枚
が
認
め
ら
れ
た
。

②
の
板
塔
婆
は
、
五
工
区
溝
六
か
ら
出
土
し
た
。
溝
六
は
幅
が
東
側
三

・

五
ｍ
西
側
四

・
五
ｍ
で
、
深
さ
は

一
・
Ｏ
ｍ
を
測
る
。
断
面
形
は
緩
や
か
な
Ｕ

字
形
を
呈
す
る
。
溝
六
の
堆
積
土
は
七
層
に
区
分
さ
れ
る
が
、
土
層
の
観
察
か

ら
二
回
の
掘
り
返
し
が
確
認
さ
れ
た
。
堆
積
順
に
、
Ｉ
段
階
、
Ｈ
段
階
、
Ⅲ
段

階
に
分
類
さ
れ
る
。
②
は
開
削
時
の
Ｉ
段
階
で
出
上
し
、
用
途
不
明
の
板
状
木

製
品

・
動
物
遺
体
が
伴
出
し
た
。
Ⅲ
段
階
の
堆
積
土
か
ら
は
重
圏
文
軒
丸
瓦
が

み
ら
れ
た
。
Ⅱ

・
Ⅲ
段
階
の
堆
積
時
期
は
近
世
期
頃
で
あ
る
が
、
初
期
の
Ｉ
段

階
は
そ
の
検
出
面
と
な
る
土
層
の
検
討
か
ら
、　
一
五
十

一
六
世
紀
に
遡
る
と
さ

れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第

一
五
次
調
査

①

　

「
＜
南
元
阿
弥
陀
仏
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］卜撰
喝
Ｋ

ｏ盆

笹
塔
婆
で
あ
る
。
上
端
を
圭
頭
に
つ
く
り
、
そ
の
下
部
に
短
く
二
段
の
切
り

込
み
を
入
れ
る
。
下
端
は
尖
ら
せ
て
い
る
。
完
形
品
。
短
い
三
段
の
切
り
込
み

と
下
端
を
尖
ら
せ
る
形
態
を
も
つ
笹
塔
婆
の
典
型
例
で
、
こ
れ
ら
は
近
年
頻
出

し
て
い
る
。
出
土
例
で
は
、
「南
無
大
日
如
来
」
の
名
号
を
記
す
も
の
が
多
く

見
ら
れ
る

（山
形
・
後
田
遺
跡

〈本
誌
第
一
九
号
〉、
兵
庫
・
古
網
千
遣
跡

（本
誌
第

二
一
号
〉
ほ
か
）。
な
お
、
過
年
度
に
出
土
し
た
木
製
品
の
保
存
処
理
の
過
程
で

確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
オ
原
金
臥
氏

（東
大

阪
市
教
育
委
員
会
）
の
協
力
を
得
た
。

一
一　
第
五
二
次
調
査

四
工
区
溝
六

ω
　
　
「
＜
日
日
日

日
日
国
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ誤
×
遵
益

ｏ駕

五
工
区
溝
六

②
　
「＜。質く
こ領Ｒ
　降晰胎‐‐‐‐‐‐‐‐
‐‐‐―阻胴距帷秘
正日
□
×

（
〇
〇
∞
）
×
∞
∞
×
Ｏ
　
　
ｏ
ω
Ｐ
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⑪
は
長
方
形
の
板
材
の
上
端
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
木
簡
で
あ
る
。
向
か
っ

て
左
側
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
も
用
い
た
が
、
墨
痕
は
ほ
と
ん
ど
遺
存
し
て
い
な
か
っ
た
。

切
り
込
み
の
形
態
か
ら
蘇
民
将
来
札
な
ど
の
呪
行
の
可
能
性
が
あ
る
。

②
は
五
輪
塔
形
の
頭
部
に
下
膨
れ
の
板
状
部
が
接
続
す
る
大
型
板
塔
婆
で
あ

る
。
下
部
は
欠
損
す
る
。
溝
内
で
の
滞
水
状
況
の
差
違
に
よ
る
も
の
か
、
墨
痕

は
上
方
と
下
方
に
集
中
し
て
遺
存
す
る
の
み
で
明
瞭
で
は
な
い
。
五
輪
塔
部
に

胎
蔵
大
国
真
言
を
表
す
資

・
領

・
玉

・
ミ

‥
質

０

く
μ
Ｈ

Ｊ
日

Ｓ
営
。

読
み
の
順
序
は
川
勝
政
太
郎

『梵
字
講
話
』
全

九
八
〇
年
〉
に
従
っ
た
）
の
五
大
種

子
を
逆
順
に
書
く
。
五
大
種
子
の
下
部
に
は
掲
文
を
二
行
に
分
か
ち
書
き
す
る
。

右
行
部
冒
頭
の

「是
」
か
ら
末
尾

「家
」
ま
で
は
約
五
九

伽
あ
り
、
こ
れ
を

「是
」

一
字
分
の
三
ω
で
割
れ
ば
、
約
二
〇
の
値
が
得
ら
れ
る
。
経
文
の
五
言

一
句
を
単
位
に
四
句
分
の
掲
文
が
包
摂
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「是
人

…
」
で
始
ま
る
掲
文
で
者
名
な

『妙
法
蓮
華
経
』
如
来
神
力
品
の

「是
人
於
佛

道
　
決
定
無
有
疑
」
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
掲
文
の
類
例
に
は

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺

跡
第
四
六
次
石
積
遺
構
Ｓ
Ｆ
二
七
三
六
出
土
例
が
あ
る
。
ま
た
胎
蔵
大
日
真
言

の
五
大
種
子
に
法
華
経
の
掲
文
が
続
く
例
は
五
反
島
遺
跡
出
土
例
が
あ
り
、
矛

盾
し
な
い
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
今
回
の
五
大
種
子
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の

池
島

・
福
万
寺
遺
跡
で
出
土
例
が
あ
る

（本
誌
第
二
一
一日Ｃ
。
以
上
釈
読
の
試
柔

と
し
て
呈
示
し
た
い
。
掲
文
の
下
部
に
は

「正
」
で
始
ま
る
供
養
文

。
供
養
主

名
な
ど
が
接
続
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
字
数
を
見
込
む
と
本
資
料
は

一
ｍ
を

優
に
超
え
る
大
型
板
塔
婆
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
で
は
最
大
級
の
も
の
と
な
る
。

な
お
、
本
資
料
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
出
土
当
初
に
木
下
密
運
氏

（千
手
寺
）、

水
野
正
好
氏

（奈
良
大
学
）、
渡
辺
晃
宏
氏

（奈
良
文
化
財
研
究
所
）
の
ご
教
示
に

よ
り
判
読
し
た
も
の
に
、
今
回
保
存
処
理
後
、
い
く
つ
か
の
墨
痕
が
新
た
に
認

め
ら
れ
た
た
め
、
菅
原
が
補
足
し
た
。
ま
た
木
下
密
逗
氏
の
ご
教
示
を
頂
い
た
。

９
　
関
係
文
献

帥
東
大
阪
市
文
化
財
協
会

『鬼
虎
川
遺
跡
―
東
大
阪
都
市
高
速
鉄
道
東
大
阪

線
計
画
事
業
に
伴
う
第

一
五
次
発
掘
調
査
概
要
―
』
盆

九
八
三
年
）

東
大
阪
市
教
育
委
員
会

『
一
般
国
道

一
七
〇
号
西
石
切
立
体
交
差
事
業
に
伴

＞つ
　
鬼
虎
川
遺
跡
第
五
二
次
発
掘
調
査
報
告
』
全
一〇
０

一年
）

（菅
原
章
太
）




